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はじめに…… 　本書は、「月刊モデルグラフィックス」誌
に 連 載 さ れ た、BANDAI SPIRITS『 ス タ ー・
ウォーズ』プラモデルシリーズの作例作品を
再編集によって、より作品の魅力に迫る単行
本シリーズの第３弾です。
　2019年8月、BANDAI SPIRITSは 念 願 の
1/5000 スター・デストロイヤーを発売しま
した。「1/5000 スター・デストロイヤー」の
ほかに「1/5000 スター・デストロイヤー [ラ
イティングモデル] 」と2種類準備された本製

品では、電飾ユニットと無数に開けられた穴
によって、だれもが組み立て説明書どおりに
組み立てるだけで劇中の撮影用モデルのよう
に発光するという画期的な製品です。本書で
はこの製品を徹底改修。撮影用モデル同様に
光源から光ファイバーを使って船体側面に大
量の光の点を加えた作例を大きく扱っていま
す。ぜひ作品製作の参考にしてください。
　ほかには、映画『ハン・ソロ／スター・ウ
ォーズ・ストーリー』で新しい姿で登場した

ミレニアム・ファルコンが、激闘の末、我々
の知る「銀河系最速のガラクタ」になる瞬間
を描いたダイオラマ作品「ミレニアム・ファ
ルコン サヴァリーン精製所」も収録。緻密
な工作と考えられた構成は見どころが満載。
こちらもたっぷりとページを割いています。
　ほかにはこれでまで誌面を飾った多数の作
品をあますところなく収録しています。ぜひ

『スター・ウォーズ』プラモデル製作の資料
にご活用ください。
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STAR DESTROYER

STAR DESTROYER
 [LIGHTING MODEL]

BANDAI SPILITS  1/5000
Injection-Plastic kit

Modeled and 
described by 

Masahiro FUKUI
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IMPERIAL-Class

STAR DESTROYER
ついにBANDAI SPIRITS『スター・ウォ
ーズ 』プラモデルシリーズの真打ち登場。
徹底的なリサーチを経て、完璧なスター・デ
ストロイヤーが1/5000スケール、約30㎝
のサイズで製品化されました。ならばここで
撮影用モデルに準じて発光箇所を大改造。撮
影用モデル同様にまぶしく点灯させ、劇中の
イメージを再現させてみました

スター・デストロイヤー（ライティングモデル）
初回生産限定版
BANDAI SPIRITS　1/5000
出典／『スター・ウォーズ』
インジェクションプラスチックキット
税込１万3200円
問BANDAI SPIRITSお客様相談センター
☎0570-078-001
製作・文／福井政弘

インペリアル級
スター・デストロイヤー
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●スター・デストロイヤーの撮影用モデルはいくつか存在する
が、今回製品化の対象となったのは『エピソード５／帝国の逆
襲』の撮影時に作られた、全長270㎝の大型モデルだ。特徴
としては、後方のエンジンノズルが点灯するだけでなく、艦体
のあらゆるところに光ファイバーを使った無数の光点が設けら
れ発光しているというところ。今回の作例では劇中での無数の
光点をもった姿を再現すべく、62本のLEDと、約1300本の
光ファイバーを艦体に植えて製作した
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IMPERIAL-Class
STAR DESTROYER
STAR DESTROYER [LIGHTING MODEL]
BANDAI SPILITS  1/5000
Injection-Plastic kit
Modeled and described by Masahiro FUKUI
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IMPERIAL-Class
STAR DESTROYER

●実際の撮影用モデルも光点の色はさまざまで、電球色、白色、赤
などが存在した。本作例では、基本的に電球色、白色のLEDのみ
を使用し、赤やそのほかの色がほしい場合は艦体から露出する光フ
ァイバーの発光面にクリアー塗料を点付けで塗布し、色を添えてい
る。多数ある白／電球色に混じり赤が見え
ることで非常にアクセントとなってい
るのがわかる

●キットは電飾ユニットを搭載し、レフ板方式と呼ばれ
る方法で発光させるため、0.4㎜の穴が艦体にあいてい
る。それだと、細い部位に2列で穴があき発光する、と
いう表現が無理のため、ここではいったんその穴をUV
ジェルで埋めて硬化。0.3㎜の穴をモーターツールで開
口し、光ファイバーを差し込んでいった。こうすること
で薄い段差内にも2列で光点を作ることができ、より劇
中のイメージに近づけることが可能となった

インペリアル級
スター・デストロイヤー
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STAR DESTROYER [LIGHTING MODEL]
BANDAI SPIRITS  1/5000
Injection-Plastic kit
Modeled and described by 
Masahiro FUKUI

▼少パーツでまとめられた本キットは一体成形部分が多い。機体表面のターボレーザーも一体成
形されているので、いちど削り落とし、ナノ・ドレッドの4連機銃を貼り付けて立体感を出した

▼今回の製品では、サイズの関係でエンジンノズルのフチの隙間は再現されていない。電飾する
際に目立つところなので、オーバーサイズ気味だがノズルを作り直して再現した

最上級キットをさらにディテールアップ!

●本作品では、LEDの光源を内蔵し、光ファイバーで
採光し直接点灯させるほかに、両舷側にチップLEDを
複数個設置。強力な光が漏れ見えるものの、完成後は直
接光源が見えない位置に設置し、間接照明となるように
工夫している。この灯が光ファイバーの点灯群とあいま
って、模型の巨大感を演出している
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●BANDAI SPIRITS製のキットは大変リサーチの行き届いたものでプロ
ポーション、ディテールなどこのサイズで再現できる部位はほどんど再現さ
れている。艦体表面の塗り分けをおこなって、スミ入れを行なうだけで
も非常に質感の高い完成品が手に入るだろう。また標準で準備さ
れている、LED発光ユニットを使うことで、雰囲気よく劇
中の発光状態を再現できる。ここでの改造例はあく
までもフル電飾というもので、ここまで改
造刷る必要が必ずわるわけではない

インペリアル級
スター・デストロイヤー
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つ
い
に
待
ち
に
待
っ
たBAN

D
AI SPIRITS

製

の
究
極
の
ス
タ
ー
・
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
が
発
売
と

な
り
ま
し
た
。
徹
底
的
な
撮
影
用
モ
デ
ル
の
リ
サ

ー
チ
に
よ
る
キ
ッ
ト
は
ま
さ
に
決
定
版
で
通
常
版
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
と
も
素
直
に
組
み
立
て
る

だ
け
で
誰
で
も
手
軽
に
究
極
の
ス
タ
ー
・
デ
ス
ト

ロ
イ
ヤ
ー
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
く

に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
は
電
飾
初
体
験
の
方
で

も
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
用
せ
ず
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
12
個
で

効
率
よ
く
全
体
を
光
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
驚
き

の
キ
ッ
ト
で
す
。
今
回
は
細
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ア

ッ
プ
と
、
迫
力
の
あ
る
輝
き
を
得
ら
れ
る
よ
う
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
62
個
と
１
０
０
０
本
以
上
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
内
蔵
さ
せ
て
少
し
で
も
撮
影
用
モ
デ
ル
の
印

象
に
近
づ
く
よ
う
に
製
作
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
テ
ー
ル
は
い
う
こ
と

な
し
の
再
現
度
の
高
さ
で
す
が
全
長
２
７
０
㎝
の

撮
影
用
モ
デ
ル
を
32
㎝
に
凝
縮
し
て
い
る
の
で
ど

う
し
て
も
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。３

個
あ
る
エ
ン
ジ
ン
の
メ
イ
ン
ノ
ズ
ル
Ｄ
２-

９
は
２

段
に
な
っ
て
る
ノ
ズ
ル
の
間
に
隙
間
が
あ
り
そ
こ

か
ら
光
が
漏
れ
る
の
が
印
象
的
で
す
の
で
、
オ
ー

バ
ー
ス
ケ
ー
ル
を
承
知
の
う
え
で
再
現
し
ま
す
。

キ
ッ
ト
の
パ
ー
ツ
の
後
端
の
み
を
切
り
取
っ
て
使

用
、
ノ
ズ
ル
前
半
は
キ
ッ
ト
の
パ
ー
ツ
の
凸
モ
ー

ル
ド
を
削
り
取
っ
た
も
の
を
原
型
と
し
て
０
・
５

㎜
プ
ラ
版
を
ヒ
ー
ト
プ
レ
ス
、
そ
れ
に
０
・
３
㎜

プ
ラ
材
で
凸
モ
ー
ル
ド
を
再
現
し
つ
つ
キ
ッ
ト
の

パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
隙
間
を
再
現
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
３
㎜
砲
弾
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
電
球
色
の
先
端
を

削
っ
た
も
の
（
光
を
綺
麗
に
拡
散
さ
せ
る
た
め
）

を
内
蔵
、
こ
れ
で
ノ
ズ
ル
の
隙
間
か
ら
光
が
漏
れ

て
一
気
に
巨
大
感
が
出
て
き
ま
す
。４
つ
の
中
型
ノ

ズ
ル
は
白
い
光
で
す
の
で
３
㎜
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
内

蔵
、
１
㎜
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
ノ
ズ
ル
に
合
っ
た
サ

イ
ズ
に
し
ま
す
。
次
に
船
体
下
面
の
ド
ッ
キ
ン
グ

ベ
イ
で
す
が
、
こ
こ
の
デ
キ
は
素
晴
ら
し
く
間
接

照
明
が
再
現
で
き
る
よ
う
パ
ー
ツ
割
り
さ
れ
て
い

ま
す
。
隙
間
が
狭
い
の
で
１
㎜
透
明
プ
ラ
板
の
側

面
に
チ
ッ
プ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
１
６
０
８
を
両
脇
に
各
４
個

ず
つ
内
蔵
さ
せ
間
接
照
明
と
し
ま
し
た
。
回
廊
の

奥
側
に
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
１
個
を
内
蔵
し
計
９
個
で
電
飾

す
る
と
パ
ワ
フ
ル
に
光
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
船

体
全
体
に
あ
る
窓
で
す
が
、
キ
ッ
ト
の
穴
で
も
足

り
な
い
く
ら
い
無
数
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
派
手

▲パーツの組み合わせの都合上、どうしても接着線が出てしまうシールドジェネレーター部（球
体部分）は、支柱や天面の突起をすべて取り払い、真ちゅう線で再現している

▲艦体は特徴的なスジ彫りが少ないと感じ、資料をもとに省略されたスジ彫りを追加した。浅く、
細く、キレイに彫ることで艦上面に複雑な模様が増え、情報を増すことに成功している

◀船体上面の構造体も側面が点灯
しているが、キットでは穴が一列
なのに対し、作例では撮影用モデ
ル同様に複数列になるように穴の
位置を調整し、開口し直した
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に
光
ら
せ
る
に
は
オ
ー
バ
ー
ス
ケ
ー
ル
と
は
い
え

０
・
25
㎜
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
適
切
と
考
え
、
す
べ

て
作
り
直
し
ま
し
た
。
膨
大
な
作
業
と
な
り
ま
す

の
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
方
は
覚
悟
が
必
要
で
す
。

や
る
と
決
め
た
ら
ま
ず
は
す
べ
て
の
穴
を
Ｕ
Ｖ
ク

リ
ア
ジ
ェ
ル
で
埋
め
て
し
ま
い
、
改
め
て
０
・
３

㎜
の
穴
を
モ
ー
タ
ー
ツ
ー
ル
で
開
口
し
ま
す
。
フ

ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
使
う
と
効
率
よ
く
開
口
で
き
ま

す
。
基
本
的
な
構
成
は
３
㎜
砲
弾
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
電

球
色
に
内
径
３
㎜
の
ア
ル
ミ
パ
イ
プ
を
組
み
合
わ

せ
、
そ
こ
に
０
・
25
㎜
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
差
し

込
ん
で
い
く
の
繰
り
返
し
で
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー

は
瞬
間
接
着
剤
を
少
量
使
っ
て
留
め
ま
す
が
、
瞬

着
の
量
が
多
い
と
フ
ァ
イ
バ
ー
が
侵
さ
れ
て
光
量

が
落
ち
た
り
最
悪
折
れ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
固
定
が
難
し
い
部
分
に
は
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
侵
さ
な
い
ス
ジ
ボ
リ
堂
の
光
硬
化
パ
テ
を
使

っ
て
補
強
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
重
要
な
の
は
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
組
み
込
む
工
程
で
す
。
発
光
部
分

の
凹
凸
が
激
し
い
の
で
塗
装
前
に
フ
ァ
イ
バ
ー
を

組
み
込
ん
で
塗
装
後
に
先
端
を
切
り
揃
え
ら
れ
な

い
部
分
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
先
に

パ
ー
ツ
の
ス
ジ
彫
り
、
塗
装
、
ス
ミ
入
れ
ま
で
済

ま
せ
た
上
で
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
組
み
込
む
と
い

う
順
番
に
し
ま
し
た
。
大
体
光
フ
ァ
イ
バ
ー
50
〜

60
本
位
で
パ
イ
プ
内
が
パ
ン
パ
ン
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
き
ま

す
。
艦
橋
だ
け
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
15
個
を
使
用
し
ま
し
た
。

撮
影
時
に
窓
の
光
量
を
調
整
で
き
る
よ
う
半
固
定

抵
抗
（
青
い
四
角
い
パ
ー
ツ
）
を
仕
込
ん
で
あ
り

ま
す
。
本
体
か
ら
給
電
す
る
の
で
ソ
ケ
ッ
ト
を
組

み
込
ん
で
お
き
ま
す
。
船
体
で
す
が
給
電
の
た
め

の
ベ
ー
ス
を
ど
う
す
る
か
が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
下
面
の
ド
ッ
キ
ン
グ
ベ
イ
を
見
せ
る
こ
と
を

考
え
る
と
船
体
右
側
面
か
ら
支
え
る
の
が
望
ま
し

い
で
す
。
そ
こ
で
金
属
角
パ
イ
プ
を
ハ
ン
ダ
付
け

し
た
丈
夫
な
支
柱
を
制
作
、
右
側
面
か
ら
船
体
の

奥
深
く
ま
で
差
し
込
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。
船
体

の
電
飾
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
側
面
ト
レ
ン
チ

内
に
存
在
す
る
間
接
照
明
で
す
。
こ
れ
は
チ
ッ
プ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
18
箇
所
程
度
、
ト
レ
ン
チ
の
屋
根
裏
な

ど
の
目
立
た
な
い
部
分
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

間
接
照
明
が
あ
る
と
一
気
に
ス
タ
ー
・
デ
ス
ト
ロ

イ
ヤ
ー
ら
し
さ
が
増
し
ま
す
。
あ
と
は
ひ
た
す
ら

窓
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
さ
し
て
い
き
ま
す
。

12まずキットのノズルの後端のみを切り取る。残った前半の
凸モールドを削り取って原形としバキュームフォームした。
LEDは光をキレイに拡散させるため3㎜砲弾型LEDの電球色の
先端を削った。3後方のサブエンジンノズルには砲弾型3㎜LED
を直接仕込む。45下面のベイはチップLEDを4つ透明パーツに
接着したものを光源としてふたつ製作。これをベイの左右から
接着して下面からのぞいたときに間接照明となるようにした。
6船体に開いている無数の穴は大きすぎ、かつ数が少ないので
まずは最初に裏側からUVジェルを塗布しUVランプで硬化させ
る。7UVジェジェルが硬化したら、表面からモーターツールで

0.3㎜の穴を資料を参考に開け直す。ついでに4連機銃のよう
なディテールが省略されているので、ナノ・ドレットからパー
ツを流用してディテールアップ。このあとすぐに塗装する。8
艦橋を点灯させるのに3㎜径の砲弾型LEDを二本、艦橋内部に
設置する。LED２個にCRD（定電流ダイオード）を繋いだ回路
を作りアルミパイプを被せて光源とする。9開口した穴に0.25
㎜の光ファイバーを差して瞬間接着剤で点どめで固定し、反対
側をアルミパイプに差し込んで採光する。表面に開けた穴すべ
てに光ファイバーを設置する。�艦橋の支柱側面にも点灯部位
があるので、アルミパイプに差したLEDを設置、ここから光フ

ァイバーに供光する。�艦橋部分の光ファイバーの設置が終わ
ったらテスト点灯。この時点で150本近い光ファイバーが使わ
れた。��艦橋基部も電飾するが、まずは遮光塗装をし、表面
の塗装をすませる。�塗装が終わったら、艦橋基部にも採光用
のLEDをアルミパイプに入れて設置する。ここではまずは6本
のLEDに2本のCRDを設置している。�同様の方法によって、
艦橋下の艦上構造体は最終的に15個のLEDの光源を設置、全
部で約800本近い光ファイバーが使用された。すべて一本ずつ
手作業で設置されている。青く見えるのは、光量を調整できる
ように設置した半固定抵抗。
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艦
橋
上
部
に
２
個
あ
る
シ
ー
ル
ド
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
ー
で
す
が
上
下
２
分
割
で
支
柱
に
分
割
線
が
出

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
０
・
３
㎜
の
真
ち
ゅ
う
線
で

作
り
直
し
ま
し
た
。
上
部
の
ア
ン
テ
ナ
は
０
・
１

㎜
の
洋
白
線
に
変
更
。
艦
橋
の
両
側
面
に
16
基
あ

る
タ
ー
ボ
レ
ー
ザ
ー
砲
で
す
が
船
体
と
一
体
成
型

な
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
砲
身
部
分
の

み
を
削
り
取
り
、
ナ
ノ
・
ド
レ
ッ
ド
の
１
／
７
０

０
の
13
㎜
４
連
装
機
銃
の
銃
身
に
差
し
替
え
砲
身

が
船
体
か
ら
浮
い
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

撮
影
用
モ
デ
ル
は
ス
ジ
彫
り
と
ペ
ン
に
よ
る
書

き
込
み
が
混
在
し
て
お
り
無
数
の
パ
ネ
ル
ラ
イ
ン

が
巨
大
感
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
ハ
セ
ガ
ワ
の
ラ

イ
ン
エ
ン
グ
レ
ー
バ
ー
細
彫
用
で
ス
ジ
彫
り
を
追

加
し
ま
し
た
。
た
だ
通
常
の
キ
ッ
ト
の
よ
う
に
事

前
に
ス
ジ
彫
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
塗
装
完
了

後
に
軽
く
ス
ジ
彫
り
し
て
白
い
塗
膜
を
剥
が
し
て

下
地
の
サ
フ
を
露
出
さ
せ
、
細
く
て
繊
細
な
ス
ジ

彫
り
と
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。。

　

電
飾
と
の
兼
ね
合
い
で
パ
ー
ツ
ご
と
に
先
に
塗

装
を
済
ま
せ
ま
す
。
新
発
売
の
遮
光
ブ
ラ
ッ
ク
Ｎ

Ｅ
Ｏ
で
遮
光
処
理
し
、
そ
の
後
サ
ー
フ
ェ
イ
サ
ー

を
塗
っ
て
か
ら
バ
ー
チ
ャ
ロ
ン
カ
ラ
ー
の
ウ
ォ
ー

ム
ホ
ワ
イ
ト
を
重
ね
ま
す
。
ス
ケ
ー
ル
感
を
出
す

た
め
に
パ
ネ
ル
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
薄
い
ブ
ル
ー
系

グ
レ
ー
、
茶
系
グ
レ
ー
に
よ
る
細
か
い
塗
り
分
け

が
あ
り
ま
す
の
で
マ
ス
キ
ン
グ
し
て
塗
装
し
て
再

現
し
ま
し
た
。
こ
の
塗
り
分
け
は
面
倒
で
す
が
か

な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。
塗
り
分
け
後
、
ス
ジ
彫

り
を
追
加
。
凹
部
に
は
ス
ミ
イ
レ
せ
ず
軽
い
ス
ジ

彫
り
で
ラ
イ
ン
浮
き
立
た
せ
、
凸
部
の
み
薄
く
ス

ミ
イ
レ
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
ス
モ
ー
ク
グ
レ
ー

で
う
っ
す
ら
汚
れ
を
い
れ
て
、
最
後
に
つ
や
消
し

ト
ッ
プ
コ
ー
ト
で
仕
上
げ
ま
す
。

　

最
高
の
素
材
な
だ
け
に
、
手
の
入
れ
方
に
よ
っ

て
様
々
に
表
情
を
変
え
て
く
れ
る
キ
ッ
ト
で
す
。

ま
ず
は
１
個
、
素
直
に
素
組
み
で
作
っ
て
み
る
の

が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
そ
の
上
で
、
満
足
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
気
に
な
っ
た
部
分
を
デ
ィ
テ
ー
ル

ア
ッ
プ
す
る
な
り
、
電
飾
部
分
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

す
る
な
り
自
分
好
み
に
２
個
目
を
楽
し
む
の
が
健

全
と
感
じ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
に
日
本
に
住
ん
で
い
る
か
ら
で
き
る

楽
し
み
方
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

最
高
の
贅
沢
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！�

■

�艦橋ならびに艦橋下構造体の点灯テスト。光が強すぎる場合
は内部の青い抵抗で調整する。�船体は横から支柱を差す方式
で固定。キットの一部を切り取り、差し込めるように改造する。
�写真をみると下面の突起部側面では光が二列になっているの
でそれも再現する。��撮影用モデルでは、両舷のトレンチと
よばれる溝状の部位には光ファイバーだけでなく間接照明が設
置されている。これを再現するために、こういった奥まった位
置にチップLEDを左右に配置した。そのままでは設置するスペ
ースがないので船体の内側を若干掘り込んで埋めるように設置
していく。全部で15個のチップLEDを設置した。��船体側

面のトレンチ部分の大きい光源のなかには、一部が間接照明と
なっている箇所がある。そういった場所では、パーツを開口し
てから裏側をプラ板でボックス化、うしろに光が漏れないよう
にしてチップLEDを設置する。�表面のターボレーザーは一体
成形なのでいちど削り取り、ファインモールドのナノ・ドレッ
トシリーズ「九三式13㎜機銃セット」を貼り付けることで立
体感を出した。�船体の塗装は最初に改造箇所をマスキングし
てからモデルカステンの遮光ブラックPROを使って遮光。つぎ
に船体色を塗装していく。�船体の基本塗装が済んだら船体の
各部をマスキングし、パネルの形状ごとに塗り分ける。�船体

の塗装が終わったら、本体の光ファイバーもセットする。アル
ミパイプをかぶせて遮光したLEDをセットし、光ファイバーを
差し込んで採光する。�トレンチ部分を点灯させた状態。キッ
トの素の状態にくらべ、発光点数が大幅にふえているのがわか
る。各工程はすべて点灯テストを繰り返しながら進めるのが鉄
則だ。�左右のトレンチ部分の発光状態が完成した様子。船体
は横から支柱を差す方式で固定。回路をまとめ、この支流から
給電する。支柱の受けはがっちりと固定する必要があるので、
エポキシパテを多めに使って固定する。青く見える部分が船体
の光量を調整する半固定抵抗
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最上級キットを
さらにディテールアップ!
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